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請, (3)形容詞, (4)助動詞, (5)動詞補, (6)
副詞, (7)助詞, (8)間投詞となっており,それぞ
れがまた幾つかに細分されている.
これらを-暫すると,ビルマ語の文法体系があたか
もイソド･ヨーロッパ諸語の PartofSpeechとまっ
たく同じであるかのような印象をうけるが,内容を実
際に調べてみると,必ずしもそうではないことがわか
る｡著者はビルマ語を ｢構成的言語｣だと解釈してお
り,西洋古典語から派生した文法分類法を適用するこ
とにかなりの抵抗を感じながらも,既成の用語をその
まま踏襲した｡そのため,そのような印象を与えるの
であろう｡
いかなる言語であれ,その内部には一定の体系性が
包蔵されており,そこに文法成立の根拠があるわけだ
が,その体系をいかなる視点からどのように分析する
かによって,結果が必ずしも一定の形になるとは限ら
ない｡本書が独創性を発揮している点もそこにあるの
だが,同時にそれは単なる独断で終ってしまう危険性
も内包している｡従って,本書も従来発表された英,
栄,ビルマ等の学者の文法書と比較しながら読まなけ
れば,その利用価値が半減する｡
本書は ｢基礎ビルマ語｣と名づけられているけれど
ち,初歩の入門者にとってはかなり難解であろうと思
われる｡例えば,文法用語にしても独特の用語が使用
されており,しかも一般概念と食い違っている場合が
少なくない｡発音表記にしても,著者の表記法に習熟
しておかなければ容易に理解できない面がある｡しか
し,最大の弱点は, 本書が morphologyに重点をお
きすぎた反面,syntax をあまりにも軽く扱ったとい
う点にあろう｡これは著者の前作 ｢ビルマ語入門｣江
南書院,1958にも共通した現象である｡
言語の記述には,分析と同時に総合化が大切 であ
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